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エ
ス
・
ハ
ウ
ス

地
震
補
償
付
住
宅
を
販
売

注
文
住
宅
専
門
の
�株
エ
ス
・
ハ
ウ
ス（
中

区
大
手
町
三
丁
目
一
三
―
二
六
、
谷
本
幸

生
社
長
）
は
、
最
大
三
〇
〇
万
円
の
地
震

補
償
付
の
注
文
住
宅
販
売
を
始
め
た
。
こ

の
ほ
ど
県
内
初
で
受
注
施
工
。
施
工
後
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
宅
を
一
年
間
、
保

険
料
の
負
担
な
し
で
提
供
す
る
。

日
本
震
災
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
東
京
）
の

地
震
費
用
保
険
を
付
帯
す
る
地
震
補
償
付

住
宅
制
度
を
導
入
。
全
壊
の
場
合
、
三
〇

〇
万
円
、
大
規
模
半
壊
一
五
〇
万
円
、
半

壊
五
〇
万
円
を
基
本
に
、
所
定
条
件
下
で

全
壊
時
三
〇
〇
〜
九
〇
〇
万
円
で
補
償
さ

れ
る
。
補
修
や
建
替
費
用
の
ほ
か
、
緊
急

避
難
、
引
越
費
用
、
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
な

ど
に
も
適
用
で
き
る
。
新
耐
震
基
準
を
満

た
す
こ
と
が
条
件
。
大
地
震
発
生
時
の
安

否
確
認
メ
ー
ル
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。

エ
ス
ハ
ウ
ス
は
１
月
１８
日
、
講
演
会
「
失

敗
し
な
い
家
づ
く
り
」
を
中
国
新
聞
ビ
ル

七
階
で
開
き
、
安
心
し
て
納
得
で
き
る
住

宅
取
得
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

県
交
流
定
住
室
、東
京
で

広
島
暮
ら
し
座
談
会

県
交
流
定
住
室

は
、
首
都
圏
か

ら
広
島
へ
の
Ｕ

・
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
す
た
め
、
東
京
都
中
央

区
銀
座
の
「
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
情
報
セ
ン

タ
ー
」
で
、
計
三
回
の
座
談
会
「
広
島
暮

ら
し
笑
談
会
」
を
開
く
。
１
月
１０
日
の
第

一
回
は
、
江
田
島
市
へ
の
移
住
後
に
地
域

住
民
と
「
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
も
う
会
」

（
会
員
約
九
〇
人
）
を
結
成
し
た
清
水
昭

彦
氏
が
体
験
談
を
話
し
、相
談
に
応
じ
た
。

３０
日
に
は
月
刊
誌
「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」

の
ラ
イ
タ
ー
小
林
弥
生
氏
が
、
２
月
７
日

は
、
大
崎
上
島
町
に
移
住
し
て
特
産
品
や

手
作
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
販
売
し
て
い

る
川
上
妙
子
氏
が
成
功
体
験
を
語
る
。

山
陰
政
経
研
究
所

山
陰
企
業
年
鑑
を
発
刊

鳥
取
で
「
旬
刊

政
経
レ
ポ
ー
ト
」

を
発
行
す
る
�株

山
陰
政
経
研
究
所
（
鳥
取
市
、
岡
田
健
二

社
長
）
は
、
鳥
取
・
島
根
両
県
の
主
要
企

業
約
三
〇
〇
〇
社
の
情
報
を
ま
と
め
た「
２

０
０
９
年
版
山
陰
企
業
年
鑑
」
を
発
行
し

た
。
最
近
数
年
間
の
売
上
高
、
利
益
、
主

要
取
引
先
、
金
融
機
関
、
役
員
構
成
、
代

表
者
の
生
年
月
日
・
最
終
学
歴
・
趣
味
な

ど
が
ひ
と
め
で
分
か
る
よ
う
に
編
集
。
前

年
度
設
立
の
新
会
社
名
簿
、
経
済
団
体
名

簿
な
ど
を
同
時
収
録
し
た
。
Ａ
５
判
の
約

五
〇
〇
頁
で
、
価
格
六
五
〇
〇
円
（
政
経

レ
ポ
ー
ト
購
読
者
六
〇
〇
〇
円
）。購
入
申

し
込
み
は
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://
w
w
w
.torinet.jp/seikei-report/

）
ま
た
は

�電
〇
八
五
七
―
二
八
―
四
四
一
一
。

▽
広
島
商
工
会
議
所
は
１
月
２０
日
に
「
上

手
な
ク
レ
ー
ム
対
応
と
ク
レ
ー
ム
情
報
の

活
か
し
方
講
座
」
を
、
２３
日
に
「
経
理
の

作
業
時
間
を
半
分
に
す
る
究
極
の
改
善
策

講
座
〜
明
日
か
ら
ス
グ
に
実
践
で
き
る
ノ

ウ
ハ
ウ
か
ら
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
実
例

ま
で
〜
」
を
同
所
で
開
く
。
参
加
費
は
会

員
一
万
五
〇
〇
〇
円
、
非
会
員
三
万
円
。

最
近
、
食
生
活

の
欧
米
化
や
ス
ト

レ
ス
か
ら
下
痢
や

便
秘
に
悩
ん
で
お

ら
れ
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
症
状
が
軽
い
と
あ
ま

り
気
に
し
な
い
で
、
長
く
続
い
て
い
る
方

も
多
く
あ
り
ま
す
。
下
痢
と
便
秘
を
治
す

に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
食
事
が
大
切
で
す
。
日
常
の
食
事

の
食
品
の
中
で
も
食
物
繊
維
が
重
要
な
役

目
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
食
物
繊
維
の

大
部
分
は
消
化
さ
れ
ず
に
腸
へ
と
運
ば
れ
、

便
の
量
を
増
や
し
た
り
、
善
玉
菌
の
え
さ

と
し
て
腸
内
環
境
を
改
善
す
る
な
ど
、
排

便
を
促
進
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
食
物

繊
維
は
水
に
溶
け
る
水
溶
性
食
物
繊
維
と

水
に
溶
け
に
く
い
不
溶
性
食
物
繊
維
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
前
者
は
小
腸
で
の
栄
養
素

の
消
化
を
抑
え
て
遅
ら
せ
、
有
害
物
質
を

吸
着
し
て
体
外
へ
排
出
し
ま
す
。
食
品
と

し
て
は
リ
ン
ゴ
・
み
か
ん
な
ど
の
果
物
、

イ
モ
類
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
ダ
イ
コ
ン
な
ど
の

野
菜
類
、
昆
布
や
わ
か
め
な
ど
の
海
藻
類

に
も
含
ま
れ
ま
す
。
後
者
の
不
溶
性
食
物

ぜ
ん
ど
う

繊
維
は
腸
の
蠕
動
運
動
を
促
進
し
、
便
の

通
り
を
よ
く
し
ま
す
。
ま
た
、
腸
内
で
水

分
を
吸
収
し
容
積
を
増
加
さ
せ
、
便
の
量

を
増
や
し
排
泄
を
促
進
し
ま
す
。
こ
れ
は

大
豆
な
ど
の
豆
類
や
玄
米
な
ど
の
穀
類
、

ご
ぼ
う
な
ど
の
野
菜
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

次
は
乳
酸
菌
で
す
。
便
秘
解
消
に
高
い

効
果
が
見
ら
れ
る
の
が
乳
酸
菌
を
多
く
含

む
食
品
で
す
。
乳
酸
菌
を
と
る
こ
と
に
よ

り
腸
内
に
多
量
に
酸
が
発
生
し
ま
す
。
こ

の
酸
に
よ
っ
て
悪
玉
菌
の
増
殖
が
抑
え
ら

そ
う

れ
、
腸
内
腐
敗
の
防
止
、
腸
内
細
菌
叢
の

正
常
化
が
お
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
酸

は
腸
管
の
運
動
を
活
発
に
し
て
栄
養
素
の

消
化
・
吸
収
を
促
進
し
ま
す
。
乳
酸
菌
の

多
い
食
品
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製

品
や
納
豆
、
キ
ム
チ
な
ど
で
す
。

最
後
に
水
分
で
す
。
水
を
飲
む
こ
と
で

便
の
通
り
が
改
善
さ
れ
便
秘
が
解
消
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
成
人
で
は
体
重
一

�
あ
た
り
四
〇
�
�
が
一
日
の
必
要
水
分

量
で
す
。
体
重
五
〇
�
な
ら
二
〇
〇
〇
�

�
つ
ま
り
二
�
の
水
分
（
食
物
中
の
水
分

を
含
む
）を
摂
取
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
三
食
を
規
則
正
し
く
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
十
分
な
水
分
を
と

る
こ
と
こ
そ
が
最
大
の
便
秘
予
防
で
す
。

そ
れ
で
も
症
状
が
続
き
、
ひ
ど
く
な
る
な

ら
「
た
か
が
下
痢
」

「
た
か
が
便
秘
」と
軽

く
考
え
ず
に
必
ず
医

療
機
関
を
受
診
し
、適

切
な
診
断
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

便
秘
と
下
痢
に
効
く
食
品

広
島
市
医
師
会
理
事

中
西
医
院
院
長

中
西

幸
造

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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